
（5）　令和7年（2025年）2月15日 第211号  

市
民
の
投
票
率
向
上
に

要
配
慮
者
投
票
支
援
の
現
状
を
問
う

安
海　

の
ぞ
み 

議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

教
育
長　

働
き
方
改
革
の
取
組

が
進
ん
で
い
る
主
な
も
の
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
全

校
導
入
に
よ
り
、
教
員
が
担
当
者

ご
と
に
個
別
に
行
っ
て
い
た
地
域

や
外
部
団
体
と
の
連
絡
、
調
整
が

円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
員
の
勤
務
時
間
を
把
握

す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る

出
退
勤
時
刻
を
記
録
す
る
シ
ス
テ

ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
学
校
閉
庁
日
を
夏
季
休
業

期
間
中
に
７
日
、
冬
季
休
業
期
間

中
に
２
日
設
定
し
、
休
暇
等
の
取

得
促
進
を
図
り
ま
し
た
。
未
達
成

の
取
組
は
、
小
・
中
学
校
に
依
頼

す
る
調
査
、
照
会
の
整
理
統
合
や
、

学
校
を
支
え
る
人
員
体
制
の
確
保
、

教
員
定
数
の
改
善
等
で
す
。

へ
資
料
送
付
等
で
案
内
し
て
い
ま

す
。
本
制
度
の
課
題
は
、
入
所
、

入
院
に
は
至
ら
ず
指
定
施
設
で
不

在
者
投
票
が
で
き
な
い
こ
と
、
障

が
い
の
程
度
等
が
法
定
要
件
に
満

た
な
い
選
挙
人
は
制
度
の
利
用
が

で
き
な
い
こ
と
で
す
。
議
員
か
ら

の
提
言
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
執

行
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
よ
り

本
市
独
自
の
投
票
支
援
カ
ー
ド
を

導
入
し
、
投
票
所
内
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
支
援
カ
ー
ド
の
利
用
実

績
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

は
、
全
従
事
者
が
選
挙
人
に
対
し

て
親
切
丁
寧
な
対
応
を
徹
底
し
、

支
援
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
前
に
率

先
し
て
声
か
け
を
す
る
よ
う
努
め

て
お
り
、
積
極
的
な
対
応
に
よ
る

も
の
と
前
向
き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

か
、
周
知
啓
発
や
自
治
会
、
警
察

等
と
連
携
し
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
な
ど
懸
命
に
防
犯
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
、

従
来
の
取
組
を
継
続
、
充
実
す
る

ほ
か
、
地
域
で
の
防
犯
体
制
を
強

化
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
被
害
を
防

止
す
る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
、
地
域
の
安
全
・
安
心
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

総
合
政
策
部
長　

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
悪
質
な
事
業
者
に
関
す

る
相
談
を
受
け
た
場
合
は
、
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
と
内
容
を
共
有
し

て
お
り
、
提
供
い
た
だ
い
て
い
る

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
最
新
の
事
例

を
踏
ま
え
て
、
本
市
で
は
情
報
発

信
や
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長　

ス
マ
ホ
教
室

を
令
和
６
年
度
１
月
か
ら
３
月
ま

で
に
６
回
、
ス
マ
ホ
個
別
相
談
を

６
回
、
い
ず
れ
も
市
庁
舎
会
議
室

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
令
和
６

年
度
の
ス
マ
ホ
教
室
の
内
容
は
前

年
度
の
実
績
や
費
用
か
ら
総
合
的

に
判
断
し
た
も
の
で
、
妥
当
と
考

え
て
い
ま
す
。
人
気
の
高
い
講
座

と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
お
り
、

回
数
増
加
は
費
用
対
効
果
等
か
ら

総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
教
室
が

そ
の
時
々
で
出
張
す
る
と
い
う
形

で
の
開
催
は
現
時
点
で
は
困
難
と

考
え
ま
す
が
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
答

弁
し
て
お
り
、
現
在
も
考
え
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
再
質
問
】　

子
ど
も
た
ち
を 

取
り
巻
く
環
境
は
各
国
で
違
い
、

地
域
環
境
の
一
つ
で
よ
い
子
が
育

ち
ま
す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
の

育
成
を
見
守
る
活
動
を
す
る
た
め

に
も
市
独
自
で
条
例
制
定
の
必
要

性
を
感
じ
ま
す
が
、
市
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。

市
長　

子
ど
も
条
例
に
つ
い
て

は
、
以
前
答
弁
し
た
と
お
り
制
定

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
条
例
を

制
定
せ
ず
、
ざ
ま
未
来
プ
ラ
ン
、

輝
く
未
来
戦
略
、
策
定
中
の
こ
ど

も
計
画
を
含
め
、
子
ど
も
た
ち
の

視
点
に
立
っ
た
政
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

判
権
や
、
訓
練
資
材
の
搬
入
に
伴

う
税
関
手
続
な
ど
に
つ
い
て
、
防

衛
省
は
、
個
別
の
取
決
め
で
対
処

し
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
詳

細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

米
軍
以
外
の
外
国
軍
が
日
本
で
軍

事
演
習
を
す
る
際
に
事
故
や
犯
罪

を
起
こ
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

裁
か
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長　

多
国
間
で
行

う
共
同
演
習
に
よ
り
入
国
し
た
軍

関
係
者
が
、
事
故
や
犯
罪
を
起
こ

し
た
場
合
の
扱
い
に
つ
い
て
、
防

衛
省
南
関
東
防
衛
局
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
一
般
に
受
入
国
の
同
意

を
得
て
当
該
受
入
国
内
に
あ
る
外

国
軍
隊
及
び
そ
の
構
成
員
等
は
、

受
入
国
の
法
令
を
尊
重
す
る
義
務

を
負
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

令
和
３
年
策
定
の
「
座
間
市
の

教
員
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
方

針
」
に
基
づ
く
、
働
き
方
改
革
の

取
組
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
等
に
よ
る
停
電
時
の
、

避
難
所
で
の
電
源
確
保
体
制
に
つ

い
て
現
状
と
課
題
を
伺
い
ま
す
。

く
ら
し
安
全
部
長　

本
市
で
は
、

避
難
所
に
対
す
る
給
電
対
策
と
し

て
、
照
明
や
通
信
機
器
、
パ
ソ
コ

ン
等
の
事
務
機
器
に
対
す
る
給
電

を
重
視
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ

て
各
避
難
所
に
配
置
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
現
状
の
課
題

と
し
て
、
冷
暖
房
機
器
な
ど
の
電

化
製
品
の
使
用
に
対
す
る
需
要
が

高
ま
っ
た
場
合
は
、
本
市
が
保
有

す
る
給
電
資
機
材
で
は
対
応
が
困

難
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

選
挙
に
お
い
て
、
投
票
率
の
大

幅
な
向
上
に
は
結
び
つ
か
な
く
と

も
、
投
票
行
動
に
困
難
が
あ
る
方

へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ

を
先
進
事
例
か
ら
学
び
、
提
案
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に
執
行
さ

れ
た
選
挙
に
お
け
る
取
組
や
課
題

等
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

投
票
所
で
の
支
援
と
し
て
全
投

票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
代
理

投
票
や
点
字
投
票
を
必
要
な
方
が

安
心
し
て
投
票
で
き
る
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入 

所
、
入
院
等
に
よ
る
指
定
施
設
や

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
へ
の
掲
載
、
不
在
者
投
票
を
希

望
す
る
選
挙
人
が
い
る
指
定
施
設

昨
今
、
頻
発
し
て
い
る
特
殊
詐

欺
並
び
に
、
い
わ
ゆ
る
闇
バ
イ
ト

に
起
因
す
る
凶
悪
犯
罪
が
後
を
絶

た
な
い
社
会
情
勢
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
幾
つ
か
関
係
す
る

犯
罪
が
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
多
く
の
市
民
が
不
安
に

感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
悪
徳
事
業

者
対
策
と
し
て
危
険
な
事
業
者
を

市
民
の
自
宅
に
侵
入
さ
せ
な
い
よ

う
な
工
夫
や
対
策
が
あ
る
の
か
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
お
け
る

特
殊
詐
欺
対
策
に
つ
い
て
は
、
十

分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
の
か
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

主
に
高
齢
者
を
狙
っ
た

特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
は
本
市
で

も
後
を
絶
た
ず
、
特
殊
詐
欺
対
策

電
話
機
器
購
入
費
補
助
事
業
の
ほ

社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
中
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
を

解
消
し
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
化
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
本

市
で
も
ス
マ
ホ
教
室
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
11
月
15

日
の
広
報
ざ
ま
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ス
マ
ホ
教
室
は
、

翌
日
に
は
定
員
に
達
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
だ
け
市
民
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
講
座
で
す
の
で
、
開
催

回
数
が
妥
当
な
の
か
、
予
約
が
す

ぐ
に
埋
ま
る
こ
と
か
ら
も
う
少
し

回
数
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
、見
解
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

市
庁
舎
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な

方
の
た
め
に
、
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
セ
ン
タ
ー
や
自
治
会
館
な
ど
、

市
庁
舎
以
外
で
の
開
催
を
検
討
し

現
在
、
本
市
で
は
子
ど
も
た
ち

の
福
祉
向
上
を
目
的
と
し
た
、
座

間
市
こ
ど
も
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
国
の
方
向

性
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。
ユ
ニ

セ
フ
は
、
子
ど
も
に
優
し
い
ま
ち

と
な
る
基
準
を
設
定
し
、
そ
れ
を

基
に
独
自
に
子
ど
も
条
例
を
制
定

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

こ
ど
も
計
画
だ
け
で
な
く
、
条
例

を
基
に
子
ど
も
支
援
の
政
策
を
進

め
て
い
く
方
法
も
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

以
前
の
定

例
会
で
市
長
が
「
子
ど
も
の
権
利

は
、
令
和
５
年
４
月
施
行
の
こ
ど

も
基
本
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て

お
り
、
法
律
に
よ
る
規
定
が
あ
る

こ
と
か
ら
独
自
に
条
例
を
制
定
す

キ
ャ
ン
プ
座
間
や
厚
木
基
地
で

の
多
国
間
軍
事
演
習
に
つ
い
て
、

２
０
２
１
年
12
月
の
日
米
共
同 

指
揮
所
演
習
ヤ
マ
サ
ク
ラ
は
、
キ 

ャ
ン
プ
座
間
を
中
心
と
し
て
行
わ

れ
、
陸
上
総
隊
、
陸
軍
第
１
軍
団
、

太
平
洋
陸
軍
な
ど
が
参
加
し
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
カ
ナ
ダ
の
両
軍
が
加
わ
り
ま
し

た
。
２
０
２
４
年
11
月
６
日
付 

の
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
に
よ
る
と
、
神

奈
川
県
内
の
自
衛
隊
基
地
を
使
用

し
た
米
軍
以
外
の
外
国
軍
隊
が
、

安
保
法
制
制
定
後
の
２
０
１
６
年

以
降
で
15
か
国
に
上
り
、
基
地 

を
使
っ
た
共
同
訓
練
が
計
28
回 

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
相
手
国
の
兵
士
が
事
件
や

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
の
刑
事
裁

子
ど
も
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

「
子
ど
も
条
例
」
に
つ
い
て

松
橋　

淳
郎 

議
員
《
あ
お
ぞ
ら
ひ
ま
わ
り
の
会
》

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策
で
あ
る

ス
マ
ホ
教
室
に
つ
い
て

髙
栁　

浩
子 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

多
国
間
軍
事
演
習
で
外
国
軍
隊
の

事
故
や
犯
罪
の
扱
い
は
？

守
谷　

浩 

一 

議
員《
日
本
共
産
党
座
間
市
議
団
》

教
員
の
働
き
方
改
革
と
災
害
時
の

避
難
所
で
の
電
源
確
保
体
制
に
つ
い
て

馬
場　

佳
陽 

議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

本
市
に
お
け
る
特
殊
詐
欺
被
害
等
（
点
検
商
法
に
よ
る
詐
欺
、

闇
バ
イ
ト
に
起
因
す
る
凶
悪
犯
罪
）
の
対
策
に
つ
い
て
問
う

鈴
木　
一 

寿 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

論
は
、次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
62
号
に
対
す
る
討
論

（
11
月
29
日
）

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
座
間
市

議
団
）

総
括
質
疑
（
11
月
29
日
）

　

髙
波
貴
志
（
自
由
民
主
党
座
間

市
議
団
）、伊
藤
多
華
（
座
間
市
公 

明
党
）、京
免
康
彦（
新
政
い
さ
ま
）、

松
橋
淳
郎
（
あ
お
ぞ
ら
ひ
ま
わ
り 

の
会
）、星
野
久
美
子
（
日
本
共
産 

党
座
間
市
議
団
）、
安
海
の
ぞ
み

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
長
瀨

未
紗
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

沖
永
明
久（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

討
論
（
12
月
23
日
）

　

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）、竹
田
陽
介
（
自
由
民
主 

党
座
間
市
議
団
）、沖
永
明
久
（
会

派
に
属
さ
な
い
議
員
）、伊
藤
多
華 

（
座
間
市
公
明
党
）、
長
瀨
未
紗 

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
荻
原

健
司
（
新
政
い
さ
ま
）、守
谷
浩
一 

（
日
本
共
産
党
座
間
市
議
団
）、
星

野
郁（
あ
お
ぞ
ら
ひ
ま
わ
り
の
会
）

議
案
第
79
号
に
対
す
る
質
疑

（
12
月
23
日
）

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い 

議
員
）、松
橋
淳
郎
（
あ
お
ぞ
ら
ひ 

ま
わ
り
の
会
）、守
谷
浩
一
（
日
本 

共
産
党
座
間
市
議
団
）、鈴
木
一
寿 

（
座
間
市
公
明
党
）、
京
免
康
彦 

（
新
政
い
さ
ま
）

議
案
第
79
号
修
正
案
に
対
す
る
質

疑
（
12
月
23
日
）

　

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）、長
瀨
未
紗
（
会
派
に
属 

さ
な
い
議
員
）、沖
永
明
久
（
会
派 

に
属
さ
な
い
議
員
）

議
案
第
79
号
（
修
正
案
を
含
む
）

に
対
す
る
討
論
（
12
月
23
日
）

　

馬
場
佳
陽
（
会
派
に
属
さ
な
い 

議
員
）、美
濃
口
集（
新
政
い
さ
ま
）、 

星
野
久
美
子
（
日
本
共
産
党
座
間

市
議
団
）、鈴
木
一
寿
（
座
間
市
公 

明
党
）、片
岡
将
志
（
会
派
に
属
さ 

な
い
議
員
）、沖
永
明
久
（
会
派
に 

属
さ
な
い
議
員
）、長
瀨
未
紗
（
会

派
に
属
さ
な
い
議
員
）


